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■ 政策の柱
（７）福祉・医療の充実とささえる社会の仕組みづくり

⑺－１ 福祉で支える暮らしの推進
　⑺－２ 医療体制の充実と連携によるケア体制の構築
　　⑺－３ 誰もが活躍できる社会の実現

■ 政策の柱
（８）健やかに暮らし続ける健康づくりの推進

⑻－１ 適切な生活習慣と健康づくりの推進
　⑻－２ 介護予防・フレイル予防の推進
　　⑻－３ 生涯スポーツの推進

「まち・ひと・しごと」づくり戦略

まちづくり

まちづくり

戦略

戦略
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S M I L E

政策の柱（政策の柱（７７）　福祉・医療の充実とささえる社会の仕組みづくり【福祉 /医療】）　福祉・医療の充実とささえる社会の仕組みづくり【福祉 /医療】

⑺－１　福祉で支える暮らしの推進
〔現状と課題〕〔現状と課題〕

■医療技術の進歩などにより我が国の平均寿命が延伸している一方で、団塊の世代が後期高齢者となる
「2025年問題」など、今後ますます介護等に対するニーズの高まりが予想されます。

■高齢化率の上昇とともに、一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯が増加しており、認知症や寝たきり等
により介護を必要とする高齢者等への適切な対応が求められます。

■介護人材の不足により、一部では定員まで対応しきれていない介護施設も発生していることなど 
から、介護従事者の処遇改善などを含めた人材の確保・育成等を推進し、利用者ニーズに的確に対応
できる環境づくりに努めることが重要です。

■高齢者が住み慣れた地域で生きがいのある生活を送り続け、自身の経験や能力を活かしながら、 
活躍できる場や機会を創出するなどの社会参加を促す必要があります。

〔住民意識調査による評価〕〔住民意識調査による評価〕

＜高齢者福祉の充実＞

満足度 　低い
評　価 　施策タイプⅠ

重要度 　高い

〔町民の声〕〔町民の声〕

・週に2～3回、食料や日用品を乗せたバスが来てくれるとうれしい。
・楽しく笑って過ごせる認知症予防等の施設がほしい。
・介護施設の充実、介護人材への支援の充実が必要。
・ 街中の空き家を利用してコンパクトに介護が受けられて、自宅のように自分らしくその人のペース

で生活できる福祉先がけの町づくりをしてはどうか。
・リハビリに通わなくてはいけない人などに対し、交通費の負担軽減が必要。

〔施策の方針と具体的な取組み〕〔施策の方針と具体的な取組み〕

① 高齢者福祉の推進 
○関係機関などと連携し、多様な利用者ニーズに応えることのできる介護施設の整備を促すととも

に、確実に介護サービスを提供するため、介護人材等の確保に努めます。
○介護する家族の負担軽減を図るため、相談支援体制や集いの場の充実を図ります。
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② 高齢者の生きがいと居場所づくりの推進
○高齢者が生きがいをもって活躍することができる機会を創出し、いきいきと健康に暮らすことが 

できる社会づくりを進めます。
○高齢者のみの世帯や一人暮らしの高齢者が増加する中において、サロンをはじめとする交流の場 

づくりを推進し、子どもや若者、地域との良好なコミュニケーションを形成します。

〔効果を示す指標と目標〕〔効果を示す指標と目標〕

指　標 単　位 基準値
目標値

令和７年度 令和12年度

介護施設入所待機者数（介護度３以上） 人
63

（R1）
40 30

介護職員初任者研修受講者数（累計） 人 ― 50 100

高齢者サロンの箇所数 箇所
58

（R1）
65 70

〔実施する主な事業〕〔実施する主な事業〕

＊介護施設整備事業
＊家族介護支援事業
＊めざせ生涯現役事業

＊介護人材確保支援事業
＊高齢者生きがい対策事業
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⑺－２　医療体制の充実と連携によるケア体制の構築
〔現状と課題〕〔現状と課題〕

■未知の感染症の発生や流行は、町民生活においても大きな影響を及ぼします。
■公立病院を有していない本町においては、町内の医療機関や町外の総合病院との連携はもちろん、 

かかりつけ医療の推進など、関係機関が強固に結びついた、地域の特性に応じた医療体制の構築が
求められます。

■病気や予防に対する正しい知識の習得や、病気の早期発見、早期治療のための各種検診の受診率 
向上、発症予防・重症化予防の取組みが必要です。

■今後ますます高齢者の割合が増加することから、高齢者等が要介護状態になっても、住み慣れた地域 
で暮らしていけるよう、地域ぐるみで支えていくため、介護・医療などの関係機関と地域や家庭が 
強固に連携した「地域包括ケアシステム」を築き上げる必要があります。

〔住民意識調査による評価〕〔住民意識調査による評価〕

＜高齢者福祉の充実＞

満足度 　低い
評　価 　施策タイプⅠ

重要度 　高い

〔町民の声〕〔町民の声〕

・町に総合病院がないので、病気にかかったときが心配である。
・見守りや声掛けなど地区のケアネット活動の強化が必要。

〔施策の方針と具体的な取組み〕〔施策の方針と具体的な取組み〕

① 医療機関との連携と地域医療体制の強化 
○医療に関する情報提供や相談窓口の充実を図るとともに、かかりつけ医療制度の普及促進に 

努め、適正な受診を推進します。
○町内医療機関等に従事する人材の確保に努めるとともに、町内医療施設の整備等を支援し、地域

医療体制の充実を図ります。
○医師会との連携により、町内外の医療機関等との情報交換や協力体制を強化するなど、地域医療

サービスの確保・充実を図ります。

② 地域包括ケアシステムの構築
○高齢者が可能な限り住み慣れた地域で暮らし続けるため、関係機関が連携して介護・医療・予防・

住まい・生活などを一体的に支援する地域包括ケアシステムの構築を実現します。
○在宅においても介護や看護を適切に提供することができるよう、医療機関と介護事業所の連携 

強化に努めます。
○ケアネット活動などによる地域ぐるみの見守り体制の強化を図り、高齢者等が安心して暮らすこと

ができる社会づくりを進めます。
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〔効果を示す指標と目標〕〔効果を示す指標と目標〕

指　標 単　位 基準値
目標値

令和７年度 令和12年度

被保険者一人あたり医療費 円
427,480
（R1）

428,000 428,000

要支援者に対するケアネットプログラム
提供割合

％
73.1

（R1）
75.0 80.0

〔実施する主な事業〕〔実施する主な事業〕

＊地域医療体制整備事業
＊地域包括ケア体制構築事業
＊ケアネット活動推進事業
＊保健事業・介護予防一体的事業

＊福祉関連人材育成事業
＊地域見守り体制整備事業
＊地域福祉計画策定事業
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⑺－３　誰もが活躍できる社会の実現
〔現状と課題〕〔現状と課題〕

■誰もが自分らしく暮らすことができるまちをつくるためには、障がいの有無に関わらず、地域全体で
さまざまな偏見や差別をなくし、共生社会への理解を高める必要があります。

■障がい者が地域で安心して生活できるよう、障がい福祉サービスの充実と周知、家族などが気軽に
相談できる環境づくりが求められます。

■障がい者の自立した生活や社会参加の促進を図るため、就労支援団体や企業、地域等との連携や 
協力体制を強化する必要があります。

〔住民意識調査による評価〕〔住民意識調査による評価〕

＜障がい者福祉の充実＞

満足度 　低い
評　価 　施策タイプⅠ

重要度 　高い

〔町民の声〕〔町民の声〕

・障がい者のサービスが少ない。
・障がい者が働きやすく、全国から移住してくるまちにできないか。

〔施策の方針と具体的な取組み〕〔施策の方針と具体的な取組み〕

① 障がい者福祉の推進 
○障がいのある人が地域で安心して暮らすことができるよう、関係機関とも連携しながら利用者の

ニーズに合った障がい福祉サービスの提供や支援体制の充実を図ります。
○きめ細やかな相談体制により、障がい者やその家族を適切なカウンセリングやサービスに結び 

付けるよう、関係機関等との連携を図ります。

② 社会参加の促進 
○障がいのある人が社会の中で孤立しないよう、必要な外出や余暇活動、就労機会の確保などの 

社会参加を促し、地域の一員として共に生きる社会づくりに努めます。
○障がいに対する正しい理解を深めるため、各種広報媒体やイベント等をとおして、情報発信や意識

啓発を進めます。
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〔効果を示す指標と目標〕〔効果を示す指標と目標〕

指　標 単　位 基準値
目標値

令和７年度 令和12年度

ハートフルフェスティバル来場者数 人
1,000
（R1）

1,000 1,000

〔実施する主な事業〕〔実施する主な事業〕

＊障がい者基本計画策定事業
＊障がい者支援施設支援事業

＊障がい者地域生活支援事業
＊ハートフルフェスティバル開催事業
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S M I L E

政策の柱（政策の柱（８８）　健やかに暮らし続ける健康づくりの推進【健康づくり】）　健やかに暮らし続ける健康づくりの推進【健康づくり】

⑻－１　適切な生活習慣と健康づくりの推進
〔現状と課題〕〔現状と課題〕

■健康な生活を長く続けることができるよう、特定健診などの受診勧奨を促すとともに、若い世代から
食事や運動、ストレスなどの生活習慣を意識していく必要があります。

■健康寿命の延伸を実現するためには、町民ぐるみの活動が不可欠であり、減塩をはじめとする食生活
の改善や適度な運動習慣の定着はもちろん、事業所などとの連携も合わせて広く町民運動として取り
組む必要があります。

■老若男女を問わずストレス要因が多いとされる社会環境の中、町においては自殺死亡率が依然として
高い水準で推移しています。円滑なコミュニケーションづくりやメンタルヘルスの推進など、心の健康
づくりへの対策が重要です。

〔住民意識調査による評価〕〔住民意識調査による評価〕

＜健康寿命の延伸＞

満足度 　高い
評　価 　施策タイプⅣ

重要度 　低い

〔町民の声〕〔町民の声〕

・ウォーキングポイントなど健康寿命を延ばすための施策ができないか。
・体と心の健康のための食事の推進。
・お年寄りも気軽にスポーツできる場があるとよい。
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〔施策の方針と具体的な取組み〕〔施策の方針と具体的な取組み〕

① ライフステージに応じた健康づくりの推進 
○子どもたちが健やかに育つよう、健全な食生活や運動習慣の定着に向けた取組みを推進すると 

ともに、若い世代からの健康づくりを進めるため、町内企業等とも連携し、働く世代に対する生活
習慣病予防等の啓発を促進します。

○多くの町民が興味をもって、活発に健康づくりに取り組むことができるよう、魅力ある健康ポイント
事業を展開するとともに、健康教室等への積極的な参加を促します。

○町民一丸となった減塩・適塩運動を推進し、一人ひとりが高血圧等の生活習慣病の予防や食生活
の改善を意識することができるよう普及啓発に努めます。

② けんしんの受診促進
○病気等の早期発見や重症化の予防のため、健康診査や各種がん検診等の実施と受診率の向上に 

努めます。
○生活習慣病予防のための特定健診の積極的な受診を促すとともに、保健師や管理栄養士などに 

よるきめ細やかな保健指導、健康相談の充実を図ります。

③ 心の健康づくりの推進
○心の病に対する取組みとして、関係団体と連携した相談会や心の健康講座などを開催します。
○自殺対策計画に基づき、ゲートキーパーの養成や自殺予防に関する相談窓口の設置など、自殺 

対策の強化を図ります。

〔効果を示す指標と目標〕〔効果を示す指標と目標〕

指　標 単　位 基準値
目標値

令和７年度 令和12年度
高血圧者の割合（40～74歳の国民健康
保険者）

％
27.3

（R1）
25.0 23.0

肺がん検診受診率（40歳以上） ％
51.7

（R1）
55.0 60.0

大腸がん検診受診率（40歳以上） ％
42.1

（R1）
45.0 50.0

人口 10 万人あたり自殺死亡者数
（自殺死亡率）

人
37.3

（R1）
16.8 以下 16.8 以下

〔実施する主な事業〕〔実施する主な事業〕

＊からだスッキリ！プロジェクト
＊減塩いいね！プロジェクト
＊がん予防プロジェクト

＊健康ポイント事業
＊すこやか食育推進事業【再掲】
＊こころ晴ればれプロジェクト
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⑻－２　介護予防・フレイル予防の推進
〔現状と課題〕〔現状と課題〕

■高齢者が自立して、住み慣れた地域で生きがいのある生活を送り続けることができるように支援を 
充実するとともに、介護を必要とする状態にならないよう介護予防やフレイル予防に係る事業を推進
する必要があります。

■認知症については、介護予防や社会参加の推進等により発症を遅らせるとともに、認知症になっても
希望を持って生活できるよう、地域や家族の理解促進や環境づくりが必要です。

■団塊の世代が後期高齢者となる2025年を目前に控え、後期高齢者に対しても継続的に適切な保健
事業を推進していく必要があります。

〔住民意識調査による評価〕〔住民意識調査による評価〕

＜高齢者福祉の充実＞

満足度 　低い
評　価 　施策タイプⅠ

重要度 　高い

〔町民の声〕〔町民の声〕

・高齢化が進んでいるので、みんなで集まって話をしたり体を動かしたりできる場があるといい。
・家族が認知症になったらどうすればいいか心配だ。

〔施策の方針と具体的な取組み〕〔施策の方針と具体的な取組み〕

① 介護予防・フレイル予防の推進
○心身ともに生涯健康で暮らすことができるよう、転倒予防や栄養改善をはじめとする、介護予防や

フレイル予防の取組みを推進します。
○地域運動指導リーダーなどのボランティアの養成や活動を促進し、「いきいき100歳体操」の普及

など、各種教室において町民や地域が主体となって介護予防・フレイル予防に取り組む体制づくりに
努めます。

○後期高齢者においても、KDB（国保データベース）による医療・介護・健診等のデータを分析し、 
有効に活用することで、健康課題等を把握し、適切な保健・介護予防事業を一体的に実施します。

② 認知症予防と対策の充実
○認知症に対する町民の理解を促すため、認知症サポーター養成講座の実施や認知症カフェの充実

を図ります。
○認知症初期集中支援チームの活動を積極的に展開し、認知症や認知症の疑いのある人の早期診断

や早期対応に向けた支援体制の充実を図ります。
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〔効果を示す指標と目標〕〔効果を示す指標と目標〕

指　標 単　位 基準値
目標値

令和７年度 令和12年度

介護保険認定者割合（65歳以上） ％
18.8

（R1）
18.2 17.7

認知症サポーター養成者数（累計） 人 ― 1,500 3,000

〔実施する主な事業〕〔実施する主な事業〕

＊介護予防事業
＊保健事業・介護予防一体的事業【再掲】

＊フレイル予防事業
＊認知症高齢者対策事業
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⑻－３　生涯スポーツの推進
〔現状と課題〕〔現状と課題〕

■日ごろからスポーツやレクリエーションに親しむことができる環境を整備し、町民の健康づくりや 
体力の向上を図るとともに、広くスポーツに参加できる機会を設けるため、スポーツ少年団や地域の
クラブ活動の活躍を支援していくことが必要です。

■生涯を通じてスポーツに親しむことができるよう、カローリングやパークゴルフなど、幅広い世代が 
参加できる場を創出するとともに、大会等の開催や支援を推進する必要があります。

■地域に根ざしたスポーツ活動を推進するため、地域におけるスポーツ指導者やボランティアなどの 
確保・育成を図る必要があります。

〔住民意識調査による評価〕〔住民意識調査による評価〕

＜生涯学習・スポーツの推進＞

満足度 　高い
評　価 　施策タイプⅣ

重要度 　低い

〔町民の声〕〔町民の声〕

・扇状地マラソンをもっとブランディングできないか。
・入善町発祥のスポーツを推進すると良い。

〔施策の方針と具体的な取組み〕〔施策の方針と具体的な取組み〕

① スポーツ環境の充実 
○中央公園や総合体育館など、スポーツ施設については、町民ニーズに対応した快適で適正な管理 

運営に努めます。
○学校体育施設の開放などにより、地域においてもスポーツやレクリエーションなどを身近に楽しむ

ことができる環境を確保します。

② スポーツ活動の推進 
〇扇状地マラソンや全国カローリング大会など、特色あるスポーツ大会を開催・運営し、町内外から

注目されるスポーツのまちを目指します。
○スポーツクラブ入善などを中心に、幅広い世代が親しみ、交流できるスポーツの振興を図るととも

に、大会の開催や活動支援を行います。
〇スポーツ少年団や地域のクラブ活動など、地域のスポーツ活動を支える団体の活性化に努めます。
○スポーツ指導者やボランティアなどを確保・育成するため、指導者向け教室の開催や指導者ネット

ワークの確立を図ります。
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〔効果を示す指標と目標〕〔効果を示す指標と目標〕

指　標 単　位 基準値
目標値

令和７年度 令和12年度

体育施設利用者数 人
187,607
（R1）

220,000 230,000

青野自然公園パークゴルフ場利用者数 人
30,017
（R1）

33,000 36,000

軽く汗をかく運動を週２日以上、１年 
以上実施している人の割合（40～74歳
の国民健康保険者）

％
36.6

（R1）
38.0 40.0

〔実施する主な事業〕〔実施する主な事業〕

＊屋内多目的施設整備事業
＊社会体育施設整備事業
＊全国カローリング大会開催事業

＊未来のトップアスリート育成事業
＊中央公園整備事業【再掲】




